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　2023 年も、いよいよ D'station Racing にとっ
てチャレンジングなレースシーズンがやってき
た。今シーズンも D'station Racing は WEC 世界
耐久選手権への挑戦をはじめ、日本ではスーパー
耐久や GT ワールドチャレンジ・アジアといった
レースに参戦するが、そのシーズン開幕に先立ち、
今季もアラブ首長国連邦で集中開催されるアジア
ン・ル・マン・シリーズに挑むことになった。
　このシリーズはかつては日本など東アジアを舞
台に行われていたが、コロナ禍により中東での集
中開催となって以降、ヨーロッパから世界屈指の
レベルをもつチーム、ドライバーたちが大挙参戦。
ル・マン 24 時間の参戦枠を争うべく、今季も GT
クラスには 24 台がエントリーした。D'station 
Racing にとっては格好の腕試しの舞台とも言え、
今季も WEC で戦う TF SPORT のスタッフと日本
人スタッフが力を結集し臨んだ。
　そんなシリーズに向け、D'station Racing は２
月 10 日（金）からのプライベートプラクティス、
そして２回のフリープラクティスに臨んだ。星野
敏／藤井誠暢／チャーリー・ファグという WEC
トリオが交代しながら走行を重ねていくが、予想
どおりプラクティスから非常にレベルが高く、タ
イム差も僅差。そんななかでフリープラクティス
１ではファグのベストタイムで７番手につけるな

ど、予選を前にしっかりと競争力があることを確
認していった。
　迎えた２月 11 日（土）は、午前 11 時 45 分か
ら予選が行われ、夕刻午後４時 45 分からの第１
戦決勝、翌日の第２戦に向けたグリッドを決めて
いった。ベストタイムで第１戦、セカンドベスト
で第２戦のグリッドが決まるが、ここでアタック
を担った星野が快走をみせる。ベストは１分 59
秒 140、セカンドベストは１分 59 秒 689 で、両
戦ともに８番手という好位置を獲得してみせた。
　そんな星野の頑張りを決勝結果に繋げるべく、
午後４時 45 分からの第１戦に臨んだ。スタート
ドライバーを務めたのは星野だ。
　アグレッシブな海外の強豪たちのなか、星野は
序盤奮闘をみせ９周目まで８番手を争っていった
が、バトルのなか接触がありパンクチャーに見舞
われてしまった。星野はピットに戻り、その後も
チェックを繰り返しコースに戻ったが、大きくポ
ジションを落としてしまった。また、マシンバラ
ンスも苦しい状況で、その後１時間 35 分走った
後に藤井、そしてファグと交代し完走を目指した
ものの、思うように順位挽回はならず。最後は
13 位でレースを終えることになった。
　D'station Racing としてはやや悔しいレースと
なった第１戦だったが、明けて２月 12 日（日）

午後３時から行われた第２戦では、作戦を変更。
藤井をスタートドライバーに据えると、WEC 同
様序盤から素晴らしい追い上げを披露。一気に
トップに浮上する。セットアップも良好で、好ペー
スでマージンを広げていった。
　藤井は１時間２分を走り星野に交代すると、こ
ちらも好ペースでラップを刻んでいく。ただ、42
周目にセーフティカーが入ってしまい、リードを
失うことになってしまった。とはいえリスタート
後も粘り強くレースを戦った星野は、表彰台圏内
でレースを進めることに成功した。
　レースも残り１時間ほどというタイミングで、
今度はファグがステアリングを握る。全車がピッ
ト作業を終えると、順位は２番手。先行する #34 
BMW は大きなリードを保っていたが、表彰台圏
内での戦いが可能かと思われた。
　しかし、後方からはハイペースで飛ばす #10 
メルセデス、#21 フェラーリが近づく。どちらも
GT レース界屈指のトップドライバーが操ってお
り、ファグも粘りの走りをみせたものの、92 周目、
93 周目に先行を許してしまった。さらに、運悪
く最終周にパンクチャーに見舞われ、終わってみ
れば順位は６位となった。とはいえ、ヨーロッパ
の強豪のなかでしっかり戦えることを示し、自信
を深めるドバイの週末となった。

ドバイで掴んだ世界と戦う手ごたえ。第２戦で６位入賞
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ドバイでの２レースを終えましたが、第１戦が 13 位、第
２戦が６位という結果となりました。特に日曜日の第２戦
では戦略もうまくいったと思いますし、自分も良い走りが
できたと思うので、個人的には満足したレースでしたね。
欲を言えば表彰台圏内で戦うことができていたので、ポ
ディウムを獲得することができれば最高の結果になりまし

アジアン・ル・マン・シリーズの第１ラウンドとなるドバ
イでの２レースは、予選で星野敏選手が８番手と良い位置
につけてくれました。第１戦ではセットアップにも苦戦し
てバランスも苦しみ、13 位という結果になってしまいま
したが、第２戦ではクルマも良い方向にいき、スタートか
らトップに立つことができました。その後２時間首位を走

ドバイでのアジアン・ル・マン・シリーズの第１ラウンド
の週末を終えることになったけれど、僕たちは特に日曜の
第２戦で、素晴らしいペースをみせることができた。僕の
チームメイトである星野サンも藤井サンもすごい仕事をし
てくれたね。第２戦は表彰台争いをすることができたけれ
ど、惜しくも届かなかった。結果的には第１戦で 13 位、

D'station Racing にとって、特に第２戦のレースは良い内容になったのではない
かと思っている。ドライバー３人も、日本からのクルーみんなも素晴らしい働きを
してくれたと思う。セットアップやレースストラテジーもうまく機能したし、トッ
プ争いをすることができた。残念ながら表彰台は獲得できなかったが、このハイレ

第１戦は 15 位という結果となったが、ストラテジーも悪い方向にいってしまった
し、バッドラックもたくさんあったレースだった。しかし翌日の第２戦では、スター
トからすごく良い流れをつかむことができて、我々のための一日になったように思
う。セットアップも良かったし、セーフティカーが悪い方向にいってしまったもの

たが、ヨーロッパの強豪ぞろいの顔ぶれのなかでトップ
10 に入る６位入賞という順位は、D'station Racing とし
ても良い結果になったのではないかと思っています。この
実績をもとに次戦アブダビではもっともっと良い走りをし
て、チームとして上位を狙いたいと思っています。日本か
らもたくさんのご声援ありがとうございました。

り、星野選手もチャーリー選手もペースが良く、終盤２番
手を走ることができましたが、バトルのなかで４番手とな
り、最後はパンクチャーがあり６位という結果となりまし
た。とはいえ、ヨーロッパ勢が多く参戦するスタイルになっ
てから最も良い結果だったと思いますし、翌週のアブダビ
では表彰台を狙っていきたいと思います。

第２戦で６位というものだったけれど、僕たちは結果以上
に、このアジアン・ル・マン・シリーズのハイレベルな顔
ぶれのなかで、勝利を争うことができる可能性があること
を示すことができたと思っている。今から次週のアブダビ
でのレースが楽しみで仕方ないし、次の週末こそ表彰台を
獲得してみせたいね。

ベルなシリーズのなかで、チームとしての力をしっかり披露することができたので
はないかと思っているよ。次のアブダビラウンドはドバイよりもアストンマーティ
ン・ヴァンテージの相性が良いと思っている。チーム一丸となって、ベストなリザ
ルトをつかみにいきたいね。

の、２回目のセーフティカーは悪いものではなかったね。最終的にパンクチャーで
６位という結果になってしまったが、できれば表彰台に上りたかったので残念だっ
た。アブダビは車両として相性も良いと思うし、さらにセットアップを煮詰め、特
にロングランで良いペースを刻めるクルマに仕上げていきたいと思っている。
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